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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年6月5日(2008.6.5)

【公開番号】特開2006-301975(P2006-301975A)
【公開日】平成18年11月2日(2006.11.2)
【年通号数】公開・登録公報2006-043
【出願番号】特願2005-122948(P2005-122948)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ３４０Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   1/00    １０７Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月16日(2008.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介して通信可能な情報処理装置であって、
　所定の検索条件を入力して前記ネットワーク上の情報の検索処理を実行する検索手段と
、
　前記検索手段による検索処理時に用いられた前記検索条件を登録する登録手段と、
　前記検索手段によって前記検索条件を用いて検索された第１の検索結果を取得する第１
の検索結果取得手段と、
　前記第１の検索結果の取得後、前記登録手段によって登録された前記検索条件を用いて
前記ネットワーク上の情報の再検索を実行する再検索手段と、
　前記再検索手段によって前記検索条件を用いて再検索された第２の検索結果を取得する
第２の検索結果取得手段と、
　前記第１及び第２の検索結果を比較して、検索された情報の差分情報を検出する差分検
出手段と
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記差分検出手段は、前記再検索手段により新規に検索された第１の情報及び前記検索
手段では検索されたが前記再検索手段では再検索されなかった第２の情報を検出し、
　更に、前記差分検出手段で検出した前記第１及び第２の情報の一覧情報を前記差分情報
として出力する出力手段を備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記再検索手段により新規に検索された前記第１の情報及び前記検索手段では検索され
たが前記再検索手段では再検索されなかった前記第２の情報の一覧情報をＨＴＭＬファイ
ルとして生成するＨＴＭＬ生成手段と、
　前記ＨＴＭＬ生成手段で生成したＨＴＭＬファイルを公開ウェブサーバを用いて公開さ
せる差分サイト公開手段と
　をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
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【請求項４】
　前記公開ウェブサーバが公開する前記ＨＴＭＬファイルを表示画面に表示する表示手段
をさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記差分検出手段によって検出された前記差分情報に基づく画像を記録媒体上に形成す
る形成手段をさらに備えることを特徴とする請求項１から４までのいずれか１項に記載の
情報処理装置。
【請求項６】
　前記検索手段が、前記検索条件を用いて所定期間間隔で定期的に検索を行い、
　前記第２の検索結果取得手段が、前記検索手段によって定期的に再検索を行って第２の
検索結果を取得し、
　前記差分検出手段が、検索された情報の差分情報を定期的に検出する
　ことを特徴とする請求項１から５までのいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記検索手段によって前記検索条件を用いて検索が行われる前記所定期間間隔に関する
指示をユーザから受け付ける指示手段をさらに備えることを特徴とする請求項６に記載の
情報処理装置。
【請求項８】
　前記再検索手段は、前記登録手段によって登録された前記検索条件を用いて、ユーザの
指示を受けたことを条件として再検索を実行することを特徴とする請求項１から７までの
いずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記ＨＴＭＬ生成手段が、前記差分検出手段によって検出された前記第１及び第２の情
報を縮小画像に変換し、該縮小画像を含むＨＴＭＬファイルを生成することを特徴とする
請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記ＨＴＭＬ生成手段が、前記差分検出手段によって検出された前記第１及び第２の情
報における前記検索条件を含む所定文字列を抽出することを特徴とする請求項３に記載の
情報処理装置。
【請求項１１】
　ネットワークを介して通信可能な情報処理装置における情報処理方法であって、
　所定の検索条件を入力して前記ネットワーク上の情報の検索処理を実行する検索工程と
、
　前記検索工程による検索処理時に用いられた前記検索条件を登録する登録工程と、
　前記検索工程によって前記検索条件を用いて検索された第１の検索結果を取得する第１
の検索結果取得工程と、
　前記第１の検索結果の取得後、前記登録工程によって登録された前記検索条件を用いて
前記ネットワーク上の情報の再検索を実行する再検索工程と、
　前記再検索工程によって前記検索条件を用いて再検索された第２の検索結果を取得する
第２の検索結果取得工程と、
　前記第１及び第２の検索結果を比較して、検索された情報の差分情報を検出する差分検
出工程と
　を有することを特徴とする情報処理方法。
【請求項１２】
　ネットワークを介して通信可能なコンピュータに、
　所定の検索条件を入力して前記ネットワーク上の情報の検索処理を実行する検索手順と
、
　前記検索手順による検索処理時に用いられた前記検索条件を登録する登録手順と、
　前記検索手順によって前記検索条件を用いて検索された第１の検索結果を取得する第１
の検索結果取得手順と、
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　前記第１の検索結果の取得後、前記登録手順によって登録された前記検索条件を用いて
前記ネットワーク上の情報の再検索を実行する再検索手順と、
　前記再検索手順によって前記検索条件を用いて再検索された第２の検索結果を取得する
第２の検索結果取得手順と、
　前記第１及び第２の検索結果を比較して、検索された情報の差分情報を検出する差分検
出手順と
　を実行させるためのプログラム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のプログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ読み取り可能
な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、ネットワークを介して通信可能な情報処理装置及び情報処理方法並びにプロ
グラムに関する。
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